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議論の視点
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▼現在のローカル線の議論
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▼交通インフラの意義に基づく議論
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• JRが赤字負担

（国鉄資産継承した
JRが担うべき論）

• 一方で，地域側が十
分に活用していた
か？

主に地域に帰着

• 従来からの運営スキームは，どこまで地域経済効果が引き出せてきたか？
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• 現在の鉄道事業スキーム：JRが運行，その移動に付随するもの
• 「価値を最大限追求」：価値の種類，価値の高め方，引き出し方，

マネジメント体制..etc
• ➔沿線”地域”にとって，どのように持続可能に引き出して，そもそもどの
ようなまちづくりを目指すのか？の議論が前提として必要 3
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